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　私は学部3年の夏に、APRU主催の「Undergraduate Leader’s 

Program 2019」に参加しました。入学時から海外に行くことに興味は

あったものの、特に何も準備をせずに過ごしていました。しかし、2年生の

終わりに、大学生らしく自由に過ごせるのは後1年だけだと、気付くことが

出来ました。工学部では、4年生から研究が開始するため、自分の好きなこ

とを好きな様に出来るのは3年生までだからです。あと1年何をして過ご

したいか考えました。その時、心に浮かんだのは、海外に行くことでした。

海外に行くと決めてからは、工学研究科国際交流推進センターやKOANな

どで留学情報を毎日チェックしていました。お金が無かったので、無料で

海外に行けるプログラムが対象でした。そんな中、APRUプログラムを見

つけました。場所はアメリカ。プログラム開催時期が7月。授業を2週間以

上休む必要があり、期末試験も近いタイミングでした。しかし、このプログ

ラムの参加は、自分の一生に大きな影響を与えると感じたため、学科長に

公欠を取ることをお願いし承諾してもらえた結果、APRUプログラムに参

加することが出来ました。

　プログラムに参加する前は、授業や課題、演習に追われ、英語の練習が全

然出来ませんでした。プログラムが始まると、参加者のほとんどが英語を

流暢に話し、自分以外のメンバーで盛り上がっている。不安と情けなさで

最初の数日は辛かったです。しかし参加者は、世界15ヵ国の有名大学から

選抜された70名。優秀で人間性も優れ、チーム意識が強く、「全員で素晴ら

しい2週間にしよう」という一体感がありました。自分もそんな環境下でい

たため、意識を変え、素直に分からないことは分からないと周りのメン

バーに伝えたことで他の参加者との距離が一気に縮まりました。バックグ

ラウンドが異なるメンバー全員が主体的に、そして協力的に行動していま

した。授業でお互いの意見をぶつけ、分からない人を助け、全員から意見を

汲み取ることで、より良いアイデアを提案しようと考えていました。毎日

メンバー全員で食事をし、夜はスポーツ、パーティー、ダンスなど充実した

時間でした。全員が家族のように強い絆で結ばれていることを実感しまし

た。この2週間で自分の考え方が一変しました。大切なことは、「強い意志」

と「人間性」。その二つがあれば周りを巻き込み、自分でも社会にインパク

トを与えられることを学びました。

　APRUを経験したことで、海外により強い関心を持ちました。その関心を

行動に移さねば何も変わらないと思い、1カ月後には学生団体の日蘭学生会

議でオランダに2週間滞在し、社会課題について英語でディスカッションを

しました。また、その後は日蘭学生会議の副代表を務め、新たに国際交流の学

生団体「OICU」の立ち上げにも関わりました。そんな中、国際交流活動を通し

て見えてきた課題感がありました。自身の専門分野である環境問題について

日本と欧米で関心に大きなギャップがあることです。欧米では、市民が環境

問題に積極的に取り組むことでより良い未来を創ろうとしている。その動き

を学生が中心となり、社会全体を動かしていると感じました。この流れに日

本も乗り遅れてはいけない。そんな思いから、工学部の「学生チャレンジプロ

ジェクト」で学内のペットボトル削減プロジェクトを立ち上げました。学内

の職員の方やウォーターサーバーの企業を巻き込むことが出来ましたが、結

果的には最終選考で落選。無力さを痛感した一方で、自分でも周りを動かし、

社会を動かすことが出来る可能性も実感できました。この背景には、理系学

生で海外経験を多くしてきた自身の特異性にあります。つまり、一理系学生

で終わるのではなく、社会的な視野や行動力を拡げていくことで、自分でも

社会で活躍できると気づきました。

　そんな中、コロナウイルス感染症の流行で海外に行けなくなりました。し

かしこれは、英語学習と並行しながら社会課題解決に向けて社会人と協働の

機会を手にするチャンスだと思いました。そして、サッカーの本田圭佑選手

も立ち上げに関わった、社会課題解決に取り組む「WEIN挑戦者FUND」とい

う組織に入り、中部地方のリーダーに選ばれました。社会人がほとんどの組

織で僕がリーダーに選ばれたのは、理系学生である特異性とこれまでの行動

力を評価されてのものでした。研究生活や英語学習との両立は大変でした

が、充実した日々を過ごしました。

　自分の考え方・行動が変わった原点は、APRUでの経験です。大学生活で何

もしていない、という焦りから申し込んだAPRU。勇気を出して申し込んだ

ことで、最終的には自分に自信を持つことが出来るようになりました。これ

からも自身の特異性や行動力を武器に、様々な経験を積み、環境問題の解決

に向けて世界中で行動し続けることはもちろんのこと、交換留学などで海外

に行き、更に視野を広げたいと考えています。そこで得た学びを他の学生や

社会に拡げ、周りの人々に還元していきたいと思います。

最終プレゼン発表後に、スーツで記念撮影

志と人間性で周囲を巻き込み、

　未来の世界へインパクトを与える存在へ
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2年次
2019

3年次

12/13～12/21（9日間）

ASEA-UNINET International
Community Outreach Program

東アジア短期派遣プログラム

日本を外から見て、日本の将来に危機感を
感じました。英語能力だけでなく、国外の問
題やその文化的背景への理解が無ければ、
世界から置いて行かれる恐怖感を強く感じ
ました。

APRUの参加学生のほとんどがネイティブか交換留学経験者だったので、英語力
が不安でした。留学中、英語力の圧倒的な欠如を感じたこともあったものの「た
めらうこと」の勿体なさを感じ、自由時間に参加メンバーとスポーツや日常会話、
ゲームで打ち解け、分からない時にすぐに質問できる環境を作りました。その結
果、参加者のうち2週間で最も英語力が上達したメンバーに選ばれました。

Q & A

土日にみんなでキャンパス近くの
アイスクリーム屋さんに行った時の写真

授業中にアイスブレイクがあり
そのルール説明を聞いている時

プログラム終了後にみんなでお揃いの
プログラムTシャツに着替え記念写真

ミニ遠足
大きな川にかかる橋の上で記念撮影

留学に行って変わったことは？

思い立った気持ちを実現するために 経験で終わらずに次の行動へと繋げる考え方が一変した14日間

渡航前に不安だったことは？

アイルランガ大学（インドネシア）
社会問題をテーマにアウトリサーチを行う
この年はSDGsの目標14 ”LIFE BELOW 
WATER”に焦点を当て問題解決策を探求した。

2/26～3/2（5日間）

台湾清華大学（台湾）
香港科学技術大学

日中大学生交流大会

4/29～5/6（8日間）

4/29～5/6（8日間）

大連理工大学（中国）
創立 70 周年を記念し、友好交流活動を行った

第10回日蘭学生会議

8/13～8/28（２週間）

グローニンゲン大学（オランダ）
日蘭両国の学生が”Future of Life”をテーマにプレゼン及び
ディスカッション、有識者による講義、スタディーツアーを行った

1年間で5回も海外渡航できたよ！

オレゴン大学（アメリカ）

APRU  Undergraduate Leader’s Program
「環境問題・公衆衛生・社会的不平等」の３つの社会課題について
チームに分かれて解決策を討論、プレゼンテーションを行う
グローバルリーダーシップを養成する講義も受講

5つの海外渡航すべてにおいて渡航費や滞在費は大阪大学や受入大学、財団などによりサポートをいただけた。
その為、自己負担は食費・娯楽費の1～2万円程度に収めることができた。

費用の自己負担が
少なかった！

APRU  Undergraduate Leader’s Program短期
研修

プログラムの
詳細はこちら
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交換留学とは、本学が海外の大学と締結している授業料不徴収の学生交流協定に基づく、1学期以上、1年以内の留学のことです。

大学と大学で締結しているものを『大学間協定』。学部や研究科単位で締結しているものを『部局間協定』といいます。
（1学期とは大阪大学の学期ではなく、各協定校の学期を示しています。クオーター制（4学期）、セメスター制（2学期）かは、国・地域、年度によって異なります。）

大阪大学交換留学制度とは

部局間交換留学のロードマップ

在籍大学に授業料を納めること
で、留学先大学の授業料が免除さ
れます。

交換留学の場合、留年せずに標準
修業年限内での卒業も可能です。

留学先で取得した単位のうち、所
属学部・研究科で認められた場合
に限り卒業要件単位に算入でき
ます。

授業料 単位互換
留学期間が大学の
修業年限に通算される

※「協定部局」とは、工学部・工学研究科と交流協定（および学生交流に関する覚書）を締結している海外大学のことをさしています。

POINT
1

POINT
2

POINT
3

「興味はあるけど…」

「何をすればいいか分からない」と悩んでいる方は

まずはC.I.A.で留学相談してみよう！

留学の目的を明確化

留学開始
1年～1年半前

留学開始
9カ月前

留学開始
７カ月前

留学開始
2～4カ月前

留学先部局への申請

渡航の準備

E-mail :contact_cia@fsao.eng.osaka-u.ac.jp

工学部・工学研究科
国際交流推進センター（C.I.A.）

問い合わせ先

QRコードを読み取ると
メール画面になります。

STEP
1

STEP
2

STEP
3

STEP
4

留学スタート！

Why?

申請の流れ

留学先で何を学びたいのか？ 

❶募集要項及び応募用紙を工・国際交流推進センターのHPより入手 

なぜ留学したいのか、留学後の進路や就職のイメージを具体的にしていきましょう。

留学費用は、派遣期間や渡航先によって異なります。どんな奨学金があるか必要であれば調べましょう。

工学部・工学研究科と部局間交流協定を結んでいる大学をまずは知りましょう！
　　協定校リスト：https://www.eng.osaka-u.ac.jp/ja/international/international/

留学期間によって卒業時期が変更する可能性があります。保護者や指導教員と相談をしながら、
留学終了後の大学院入試や就職活動などの将来設計をしっかりと考えていきましょう。

留学を実現するまでには、学業計画や申請手続きなどの事前準備が重要になります。
下調べをしっかり行いましょう。

Where? 留学先の国・地域、大学は？

When?

事前準備

奨学金

学内
手続き

［応募要件］

［応募時期］

［単位互換］

重要ポイント

留学する学年、時期、期間は？

How much? 留学にかかる費用は？ 

　　URL：http://www.fsao.eng.osaka-u.ac.jp/overseas/

※受入許可通知を受領するまでは、
　留学が正式決定している訳ではありません。

【備考】部局間交換留学と大学間交換留学の併願は可能。
　　　※ただし応募方法や申請時期は部局間交換留学とは異なるので注意。

❷申請書・その他の必要書類を揃えて、工・国際交流推進センターに提出
　（応募期限は留学開始時期から逆算して原則9ヵ月前まで）

❸工学部・工学研究科にて学内選考［書類審査・面接］を受ける

詳細はこちら

詳細はこちら

協定部局ごとに決められた留学資格、学業成績、語学力を満たす必要があります。
留学希望先を決めたら要件を工・国際交流推進センターへ照会しましょう。

協定部局によって留学開始時期が異なります。自分の希望校に合わせて学内申請を行いましょう。

クラス担任、又は指導教員から必ず承諾を得ましょう。

※留学先で修得した単位のうち、学科・専攻で認められた科目のみ単位互換が認められます。
すべての単位が認定できるわけではないので注意。

所属の学科・専攻の教員と相談しながら履修計画をしましょう。

学内申請の方法（部局間交換留学の場合）

学内選考に合格すると派遣候補者として内
定します。工・国際交流推進センターからの
指示に基づき、協定部局へ出願申請を行い
ましょう。正式に受入が決定すると協定部
局から受入許可通知が届きます。

留学決定後、出発に向けた準備を行っていきましょう

・ビザの取得　・航空券の手配　・留学先での宿舎手配　
・健康診断の受診　・海外旅行傷害保険への加入　…など

必要に応じて留学助成金や奨学金へ
申請しましょう
（大学HPやKOANをチェック）

・留学願、海外渡航届の提出　
・OSSMAへの加入
・危機管理オリエンテーションへの参加…など

［申請書］
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　令和時代、国内においても英語能力はもち

ろんのこと、国際感覚を持った人材が益々求

められています。英語が苦手であっても、当セ

ンターで開催しているEnglish Caféなどで

英語を使って会話をすると、意外に英会話が

簡単であることに気が付くと思います。海外

留学を経験すると、語学力だけでなく、世界に

通用する研究者になるために必要な第一歩と

なるはずです。海外への憧れがあっても、どう

していいのかわからない方がほとんどだと思

います。興味のある方は、当センターの扉を叩

いてみてください。まだ見ぬ世界への切符を

得るには冒険に出てみて下さい。

　「留学」「海外」「英語」…苦手意識のある学生

も多いのではないでしょうか。

そんな学生にこそ、ぜひ海外留学をお勧めし

たいと思います。

学生のうちにコンフォートゾーンを飛び出

し、多くの人と交流し、様々な価値観に触れ、

英語や海外への苦手意識を少しでも払拭する

ことは、きっとあなたのこれからの人生を大

きく変えることでしょう。

一人でも多くの学生が留学に挑戦し、将来へ

の可能性の幅を広げることができるよう願っ

ています。

ぜひセンターを気軽に利用し、その一歩を踏

み出してみてください。

大阪大学CARENは工・国際交流推進センターに拠点を置いている理工系英語コースの領域横断型国際研究教育組織で

す。留学生の受け入れだけではなく、日本人学生の海外研修や留学もサポートし、国際舞台での活躍に向けた新たな意

欲をかき立てるような魅力ある教育プログラムの構築を目指しています。

　留学とは外国語や現地の文化を学びたい文

系の学生のためだけのものではありません。製

造業、情報産業、大学・各種研究機関などで働

く理系の研究者、技術者、システムエンジニア

を志望する理系の学生こそ、「英語で議論をす

る」、「論文・報告書を科学的な英語を使って書

く」、「顧客・聴衆の前でプレゼンテーションを

する」といったコミュニケーションスキル、そ

して様々な背景を持つ人たちの宗教、文化、習

慣や仕事のやり方の違いを知ったうえでプロ

ジェクトをマネジメントするスキルを身に着

ける必要があります。これらを身に着けるため

には留学に勝る方法はありません。若いうちに

ぜひ一度海外を経験してみてください。

　いつも工学部・工学研究科の国際交流推進センターの活動にご理解いた

だき有難うございます。工学研究科国際交流推進センターでは、一人でも

多くの学部生ならびに大学院生が海外経験をすることを推奨しています。

その為には、海外留学や海外インターンシップの機会を提供するだけでな

く、学生諸氏の身近な体験談を提供する事も大事な使命と考えます。DX

（デジタルトランスフォーメーション）の深化により、海外との交流もより

簡単にできる時代へ変化していますが、実体験でしか得られない留学の重

要性も益々、クローズアップされています。留学の形態は１つではなく、短

期のお試し留学・交換留学・インターンシップ型留学など多様化していま

す。本冊子には、留学経験者からの体験記だけでなく、留学の方法、海外の

生活情報や留学へ行くまでの勉強方法などの盛沢山で具体的な情報を記

載しております。是非御一読ください。

　国際的な視野をもった学生を育成するため、大阪大学では様々な国際教

育を展開しています。今後も新たな国際教育プログラムを展開してまいり

ますので、是非、ご期待ください。

工学部・工学研究科　教授
国際交流推進センター長

藤田 清士

講師
(マテリアル生産科学兼任)

寺井 智之
助教

中橋 真穂

助教

堀 さやか

皆さんの不安や疑問など、

C.I.A.のスタッフが一緒に考えサポートしていきます。

事前予約などは必要ありませんので、まずは一度ご相談ください！

日本人学生と留学生の国際交流の場として、English Café, Suitaを実施しています。

楽しみながら英語を話せるゲームやトークセッションを学生スタッフが毎回考案！

当日の自由参加なので、気軽に留学生との日常会話を楽しめます。

英語ネイティブ講師により、無料で一対一のサポートが受けられます。

「ライティング」「プレゼンテーション」「カンバセーション」の３つカデゴリーから自由に選べます！

TOEFL・IELTS受験対策、留学申請書、投稿論文、国際学会発表資料の作成、海外インターンシップ

面接準備など、自分の学びたい目的に合わせて英語力を伸ばせます。

大阪大学へ留学している外国人留学生向けの開講科目で、留学生と一緒に英語で授業が受けられます。

海外に行かなくても、キャンパス内で留学体験ができます。

詳細は「海外留学にチャレンジしよう」をご覧ください。

大阪大学に在籍する留学生の約25％は工学部・工学研究科の学生って

知っていましたか？

そんな外国人留学生向けの懇親会を季節の節目（夏祭り、忘年会、もち

つき大会など）に開催しています。日本文化を一緒に体験しながら留学

生と交流を深めましょう。

TOEIC・TOEFL・IELTSなど英語受験対策用のテキストや、留学に

役立つ図書を貸し出しています。また、工学部・工学研究科の学生で

あれば自由に使えるフリースペースも完備しています。留学生と日

本人学生が集まれる場所として開放していますので、気軽にお立ち

寄りください。

留学を希望する皆さんへ

外国人留学生との交流イベント 図書貸し出し＆スチューデントルーム

工学研究科国際交流推進センター（C.I.A.）では
皆さんの目標達成をサポートする
様々なアクティビティを実施しています。

前期：7回、後期：7回（年14回程度）

17～19時、参加無料で軽食あり。

工学研究科・工学部

国際交流推進センターへ !O
U

-G

SE Center  for International Affa
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s
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U
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s

開催ペース

時間

時間 1回45分

開催場所 対面（吹田の学生）、Skype（豊中/箕面の学生）

「国際理解入門」（秋～冬学期、吹田キャンパス）C.I.A教員の科目名

Facebookページはこちらから▶

予約はこちらから▶

詳しくはこちらから▶

留学相談

English Café, Suita

URL：https://www.facebook.com/OsakaUniversity.Eng.cia/

URL: http://caren.eng.osaka-u.ac.jp/

E-mail:contact_cia@fsao.eng.osaka-u.ac.jp

URL：http://www.fsao.eng.osaka-u.ac.jp/lang/

C.I.A. ランゲージサポートデスク

国際交流科目

留学について迷ったら




